
　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
が

一
般
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
風
呂
の
残
り
湯
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
風

呂
水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
洗
濯
さ
れ
る
家
庭
も
増
加
し
、
ポ
ン
プ
と
い
う
名
称
が

一
般
的
に
知
ら
れ
て
き
た
。
当
社
が
取
り
扱
う
ポ
ン
プ
は
水
中
ポ
ン
プ
で
あ
り
、

水
を
吸
い
上
げ
る
風
呂
水
ポ
ン
プ
と
は
原
理
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

般
家
庭
で
使
用
す
る
も
の
で
な
く
、
産
業
分
野
で
活
躍
す
る
製
品
を
取
り
扱
っ
て

い
る
。
ポ
ン
プ
に
は
種
類
的
に
大
き
く
分
け
て
、
陸
上
型
と
水
中
型
に
分
類
さ
れ

る
が
、
原
理
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
当
社
が
専
門
的
に
手
が
け
る
水
中
ポ
ン
プ
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

浸
水
を
防
ぐ
耐
久
性
向
上
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
力
発
揮

社会の安全を支え産業分野で活躍する ポ
ン
プ
と
関
連
製
品

水
中
技
術
で
課
題
解
決
に
挑
戦
水
中
ポ
ン
プ
の
役
割
―
小
田
伸
一
郎
桜
川
ポ
ン
プ
製
作
所
　
福
井
事
業
所
情
報
戦
略
部
情
報
企
画
グ
ル
ー
プ
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写真１　上越新幹線
　　　　中山トンネル工事
　超高揚程ポンプ　
　揚程 を実現　
　

写真２　東京湾横断道路工事
　　　　川崎人工島　
　最大水深 に対応　

　
ポ
ン
プ
の
陸
上
型
と
水
中

型
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、

モ
ー
タ
ー
部
の
構
造
に
あ

る
。
陸
上
型
の
多
く
は
ポ
ン

プ
部
と
モ
ー
タ
ー
部
が
分
離

で
き
る
構
造
で
あ
る
。
陸
上

に
あ
る
た
め
ポ
ン
プ
内
部
し

か
接
液
し
な
い
。
モ
ー
タ
ー

部
は
汎
用
品
の
使
用
が
可
能

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
水
中
型
の
場
合

は
ポ
ン
プ
部
と
モ
ー
タ
ー
部

が
一
体
で
あ
り
、
ポ
ン
プ
部

内
部
だ
け
で
な
く
外
装
部
も

接
液
す
る
。
特
に
、
モ
ー
タ

ー
部
は
密
閉
が
必
要
に
な

り
、
水
中
専
用
モ
ー
タ
ー
が

必
要
に
な
る
。
ま
た
、
ポ
ン

プ
部
の
水
が
モ
ー
タ
ー
部
に

浸
入
し
な
い
構
造
が
必
要
に

な
る
。

　
特
に
産
業
分
野
で
は
、
モ

ー
タ
ー
内
へ
の
浸
水
に
対
し

て
の
耐
久
性
が
必
要
に
な
る

た
め
、
浸
水
を
防
ぐ
シ
ー
ル

の
装
着
が
必
須
で
あ
る
。
初

期
は
オ
イ
ル
シ
ー
ル
を
用
い

て
浸
水
を
防
い
で
い
た
が
、

水
深
圧
が
か
か
る
現
場
で
の

使
用
も
増
え
、
耐
圧
メ
カ
ニ

カ
ル
シ
ー
ル
の
採
用
を
は
じ

め
、
浸
水
に
対
し
て
の
耐
久

性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い

っ
た
。

　
陸
上
ポ
ン
プ
の
多
く
は
据

え
付
け
型
で
あ
る
が
、
水
中

ポ
ン
プ
は
可
搬
型
で
あ
り
小

型
で
あ
る
。

　
陸
上
ポ
ン
プ
の
場
合
は
、

吸
い
込
み
側
と
吐
き
出
し
側

の
両
側
に
管
路
を
設
け
る
必

要
性
が
あ
る
。
設
置
コ
ス
ト

も
か
か
り
、
多
く
の
ス
ペ
ー

ス
を
必
要
と
す
る
。
し
か

し
、
水
中
ポ
ン
プ
の
場
合

は
、
構
造
的
に
吐
き
出
し
側

の
片
側
の
管
路
を
付
け
る
だ

け
で
あ
り
、
設
置
コ
ス
ト
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
可

能
で
省
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

　
当
社
は
こ
う
し
た
水
中
ポ

ン
プ
の
製
造
・
開

発
を
１
９
５
３
年

に
日
本
国
内
に
お

い
て
他
社
に
先
駆

け
て
開
始
し
た
。

当
時
、
わ
が
国
は

高
度
経
済
成
長
期

へ
と
入
り
、
土
木

建
設
工
事
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
う
し
た
場

所
で
の
水
の
存
在

は
非
常
に
厄
介
で

あ
り
、
対
処
の
た

め
に
水
中
ポ
ン
プ

が
広
く
活
躍
し

た
。

　
日
本
列
島
各
地

で
起
こ
る
河
川
氾

濫
に
よ
る
水
害
に

よ
り
、
治
水
事
業
が
推
進
さ

れ
た
。
工
事
の
た
め
に
長
距

離
に
わ
た
っ
て
河
川
を
せ
き

止
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
現
場
を
進
行
具
合
に
合

わ
せ
て
せ
き
止
め
て
迂
回
さ

う
か
い

せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
場

に
お
い
て
は
、
頻
繁
に
移
動

が
可
能
な
水
中
ポ
ン
プ
が
有

効
だ
っ
た
。
た
だ
、
移
送
対

象
に
は
砂
利
や
小
石
な
ど
が

混
じ
る
た
め
、
ポ
ン
プ
部
の

摩
耗
や
羽
根
車
の
損
傷
が
懸

念
さ
れ
た
。
当
社
で
は
一
部

機
種
に
お
い
て
、
羽
根
車
に

耐
摩
耗
性
の
高
い
ハ
イ
ク
ロ

ム
鋳
鉄
な
ど
を
採
用
し
て
対

応
し
た
。

　
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新

幹
線
整
備
・
高
速
道
路
整
備

・
ダ
ム
整
備
な
ど
で
は
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
排
水
・
高
所
へ

の
排
水
に
対
し
て
は
超
高
揚

程
ポ
ン
プ

写
真
１

を
開

発
し
、
絶
大
な
威
力
を
発
揮

し
た
。
近
年
で
は
、
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
工
事
な
ど

に
も
当
社
の
水
中
ポ
ン
プ

写
真
２

が
活
躍
し
た
。

　
可
搬
性
が
あ
る
水
中
ポ
ン

プ
は
、
災
害
が
発
生
す
る
た

び
に
活
躍
の
場
が
増
え
る
傾

向
で
あ
る
。
特
に
東
日
本
大

震
災
以
降
、
需
要
が
増
し
て

い
る
。
緊
急
性
の
あ
る
給
排

水
が
必
要
な
と
き
に
は
、
特

に
水
中
ポ
ン
プ
の
可
搬
性
が

重
宝
さ
れ
る
。
緊
急
的
な
対

応
を
施
す
に
は
、
短
時
間
で

確
実
な
給
排
水
が
で
き
る
こ

と
が
大
前
提
で
あ
る
。
ま

た
、
緊
急
的
な
場
合
に
は
必

要
な
水
量
や
給
排
水
先
が
刻

々
と
変
化
す
る
。
必
要
台
数

を
短
時
間
に
設
置
す
る
こ
と

が
可
能
な
水
中
ポ
ン
プ
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
の
時
代
の
要
請
に
対
し

て
、
最
新
の
技
術
を
投
入
し

課
題
を
解
決
し
て
き
た
。

　
現
在
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
環
境

に
配
慮
し
た
自
動
運
転
水
中

ポ
ン
プ
シ
リ
ー
ズ
が
市
場
の

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


